
令和６年度「南城市幼小連携事業」活動記録簿    

幼小連携事業公開保育＆合同研修会  公開保育園：さしき保育園  合同研修会：佐敷小学校 

実施日時 令和 6 年７月 24 日(水) 公開保育 9:00～9:50 合同研修会 10:10～12:00 

事業の名称 幼小連携事業公開保育＆合同研修会 

参加者 

 

保育参観：29 名 (保育関係者 16 名 小学校４名 中学校１名 行政８名) 

合同研修会：33 名 (保育関係者 19 名 小学校 4 名 中学校２名 行政８名) 

１ 内容 

  〇さしき保育園公開保育：0 歳児～5 歳児全クラス公開 

  ・0 歳児：保育者や友達と一緒に水遊びや沐浴を楽しんでいる。 

  ・1 歳児：道具を使い、水をすくったりこぼしたりと水の面白さを感じている。 

  ・2 歳児：土・砂遊びで色々な物をイメージしたり表現したりして楽しんでいる。 

  ・3 歳児：砂山滑り台を友達と協力しながらつくっている。 

  ・4 歳児：砂・水・泥に触れて、自分なりに試したり工夫したりして遊んでいる。 

  ・5 歳児：園庭で竹馬、木登り等、好きな遊びに取り組み、チャレンジしている。 

ルールのある S ケン遊びは、仲間と作戦会議をして遊びを進めている。 

 〇環境構成（参観者の感想） 

  ・運動がいつでもできるように室内に準備されている。（ハイハイ版、鉄棒、マット等） 

  ・園庭：木登りできる木、登りロープ、竹の登り棒、ブランコ等工夫が見られる。 

  ・シャワー時に外から見えないようにカーテンの工夫がある。 

 〇保育者の援助（参観者の感想） 

  ・一人一人に丁寧に関わっている。共感、承認、励ましなどタイミングよく言葉をかけていた。 

・年長クラスは、自分達で話し合うことができるので、子ども達に 

話し合ってもらって、決めてもらったりしている所が良かった。 

決められない時は、少し提案をして保育者が決めていない所が良かっ 

た。保育者は、子どもの状況を見守り、必要な時だけ声をかけていた。 

２ 成果（一年担任の感想） 

  ・子どもの「やりたい！」ことを教科に結び付けて整理していく。 

教科の中で、子ども達が好きなことができるように考えていきたい。 

どの教科も子どもの「やりたい！」を実現し、その勉強が好きになっ 

て欲しいと思いました。 

３ 指導助言及び講話  琉球大学教育学部講師：宮城利佳子氏  

 ・子どもに寄り添い丁寧な保育がなされている。子どもと保育者の対話 

 が良くなされている。保育指針のどこに保育が結びついているか確認すると良い。 

 ・戸外遊びでは肌着は来た方が良い。身を守るため、肌着で覆われている所は 

 人に見せてはいけないことを小さい頃から伝えることが大事である。 

 ・物語絵本は豊富に揃っているので図鑑類も子どもが手に取れる場所にあると良い。園外保育で

見つけたものを調べたり、子どもとドキュメンテーションを作成し可視化してはどうか。 

 【講話より】<子ども達は、周りの大人がやったことがないことができる> 

 ・「やってみたい」「遊び」を軸にした単元構想：やりたいことを教科に結び付けて整理していく。 

 教科の中で、子ども達が好きなことができるよう考える。 



 


